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を全上のご注意 

ご使用のまえに「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく 
お使いください。この「安全上のごを意」は製品を安全に正し 
く使用していたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。 
お読みになった樹ま、お使いになるちびいつでを見られるとこ 
ろに必ず保管してください。 


表示と意味は次のようになっています。 

A な^化この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死こま 
たは重傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 

_ この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負 

/\ ) 王意ラ可能性び想定される内容および物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明してしげす。 


絵表の例 


A A 記号は、を意(警告を含む)を促す内容を告げるわのです。図の 

A \ 中や近くに具体的なを意内容び(左図の場合は感電を意)び描か 
れています。 

^ &記号は、禁止（し口まいけないこと）の行為を告げるものです。 

W 図の中や近<に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)び描 
かれています。 

^ •記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるわので 
^す。図の中や近くに具体的な強制内容(左図の場合は電池を取り 
出す）び描かれています。 
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/|\警告（カメラについて) 


分解禁止 


分解したり修理•改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 


^落下などによって破損し、内部び露出したときは、露出 
^部に手を触れないこと 

■I ■妾任*邸止 

〇 巧 感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼し 

すぐに て<ださし、 

修理依頼を 

V_ 


€ 

電池を取る 

〇 

すぐに 
^度理依頼を 


熱くなる、煙び出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに 
電池を取り出すこと 

そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに十分を意してください。 

電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼し 
て < ださい。 


( g ) 水につけたり、水をかけたり、雨に霜らしたりしないこと 

水かけ禁止 発火したり感電の原因となります。 

V_ 


Q 

使用禁止 


引乂、爆発のおそれのある場所では使用しないこと 
プ□ノ じ/ガス、 ガソリンなど弓 I 火性ガスや粉塵の発生する場所で 
使用すると爆発や火災の原因となります。 


0 

発光禁止 


車の運転者等にむけて、スピードライトを発光しないこと 

事故の原因となります。 


0 

発光禁止 


スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するときは1 m し处上離れてください。 


Q 

見ないこと 


ファインダーより直接太陽や強い光を見ないこと 
失明や視力障害の原因となります。 
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A 


告（カメラについて） 


A 


幼児の□に入るルさな付属品は、幼児の手の届かない 
ところに置<こと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。 


A 


ストラップび首に卷さ付かないよラにすること 
特に幼児•児童の首にストラップをかけないこと 

首に巻さ付いて窒息の原因となります。 


么ま意（カメラについて) 


皆 めれた手でさねらないこと 

感電注意 感電の原因になることびあります。 


去 

\保管注意 


製品は、幼児の手の届かない所に置くこと 
ケガの原因になることびあります。 


A 

保管注意 


使用しないとさは、スライドカバーを閉じて太陽光のあ 

たらない所に保管すること 

太陽光び焦点を結び火災の原因になることびあります。 


兰脚にカメラを取り付けたまま移動しないこと 
移動注意 転倒したりぶつけたりしてケガの原因になることびあります。 
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A 警告（電池について) 



■使用説明書について 

使用説明書の内容び破損などによって判読できなくなったときは、当社 
サービス機関で新しい使用説明書をおホめください（有料）。 
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このたびは 、ニコン Lite Touch Zoom (ライトタッチ ズー ム） 
1 10 s QUARTZ DATE ( QD ) をお買し、上げいたださ、あ0 
びとラございます。 

ご使用のまえにこの r 使用説明書」をお読みのうえ、十分に理 
解してから正しくお使いください。 

保証書とカスタマ登録カードについて 

この製品には保証書とカスタマ登録カードび付いていますの 
で、ご確認ください（保証書の詳細は、 B を P .4 1 ) 。 


付属品（お確かめください。） 




電池（腹で.1己) 
(カメラに入って 
います） 


ソフトケース 

内側のポケッ h 
には U モコンび 
入ります 



本文中に使われているマークについて 

前提条件や制約などの要チェック項目び書かれて 
^ います。 

^ ま意したり、守っていたださたいことび書かれて 

います。 

® 補足内容び書かれています。 

参照ページび書かれています。 
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ら< じ 



基本的な 

撮影 



安全上のごを意 . 

すぐ撮影したい方は焊わかり操作ガイド） 

各部のなまえ . 

本体 . 

表示パネル . 

ファインダー . 

電源を入れる . 

電池容量を確認する . 

電池を交換する . 

フィルムを入れる . 

写真に曰付や時刻を写し込む . 

カメラの構えかた . 

シャッターボタンの巧しかた . 

撮影する . 

ズーミングする . 

近接撮影する . 

フィルムの巻き戻し . 

フィルムを取り出す . 

写したいものび画面中央にないとき••… 
ピント合わせび苦手なシーンについて… 

フラッシュを使った撮影 . 

スピードライトモードについて . 

フラッシュを自動で発光させる . 

フラッシュの発光を禁止する . 

フラッシュを強制的に発光させる… 

夜景をバックに人物を写す . 

( J ] ボタンについて . 

目び赤く写る現象を軽減させる…… 

セルフタイマー撮影する . 

風景や窓越しの景色を写す . 

U モコン操作で撮影する . 

U モコン電池を交換する . 

曰付や時刻を修正する . 

故障かな？と思ったら . 

取り扱い上のごを意 . 

アフターサービスと 保証に ついて . 

f ± 様 . 


準備 


基本的な撮影 


応用撮影 


参考に 


280023 44已6 89901233 4 5 6689012344 5 678012 
. -1111111111122222 2222223333333333444 
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ずぐ撮影したい方は焊わかり操作ガイド) 



1 スライドカ八’一を開けます。 

® 電源び入り、内蔵スピードライトび自動 
的にあびり、レンズび繰り出します。 

(豚 P .14) 




表示パネルで、電池容量び 
充分なこと（^)を確認し 
ます。 （ D ^ P . M ) 




A ズームレバーを巧して、 構 
1図をミ夫めます。 

(豚 P .21) 
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5 シャツターボタンを半押しし 
ます。 ai ^ p .20) 


® シャッターボタンを軽く押して、途中 
で止めます。 


:緑ランプの点なを確認し、 
シャッターボタンをゆつぐり 
巧し込みます。（豚 P .20) 

® ピントび合うと、緑ランプび点灯し 
ます。 （ D ^ P .20) 

® 写したいちのび暗い場合は、フラッ 
シュび自動的に発光します。 

(陪 P .28) 

® フィルムを撮り終わると、自動的に巻 
き戻されます。ぶ夏" P .23) 


フイルムを取り出しまず。 
(松 P .23) 


^大切な撮影のまえには試し撮りを 

大切な撮影のまえには、必ず試し撮りをして、カメラび正常に機能 
するか確認して<ださい。本製品の故障に起因する付随的損害 
(撮影に要した諸経費および利益の喪失等に関する損害）につい 
ての補償はご容赦願います。 
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各部のなまス 

本体 


ファインダー窓 


AE 受光窓 


オートフォーカス 

測距窓 


U モコン受光窓 
岐 P .3 己） 

レンズ 

赤目軽減ランプ 
( 瞭 P.32, 33) / 

セルフタイマーランプ 
晚 P.34) 


广 オートフォーカス 
測距窓 

スライド カバー 
(メインスイッチ） 
(瞭 P.14) 


恩 



スピードライト 
( 岐 P.26, 27) 

表示パネル 
(陪 P.12) 

ボタン 
•赤目軽減発光 
( 陪 P.32, 33) 

•セルフタイマー(瞭 P.34) 
• U モコン （ D を P .3 己） 


ボタン 


ピー ドライトモード 
岐 P.2 目〜 31) 
•遠景モード（ I 原 P.34) 

途中巻さ戻しボタン 
胺 P.23) 


乂トフツプ 

取り付け部 
(豚…） 
シャッターボタン 
(瞭 P.19) 

-ズームレバー 

胺 P.21) 
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各部のなまス（つづき) 

表示パネル 


赤目軽減発光表示遠景モード表示 （ D を P .34) 
(瞭 P .32,33) 


スピードライトモード表示 
(瞭 P .2 目〜 31) 


バッテ U —チェック 
表示（腹で. 14) 



セルフタイマー表示 
岐 P .34) 


フイルムカウンター 
表示（腐で. 17) 


U モコン表示 （ D ^ P .3 日） 


《図は説明のために全ての表示を点打させたちのです。 
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フアインタ'— 





ぶ 


の 


0 


〇 近距離補正マーク （豚 P .22) 

望遠側で撮影距離び 1 m より近い撮影のとさに使用します。 

© 才ートフォーカスフレーム （B す P.20) 

ピントを合わせたいをのをこのフレームに重ねてピントを合ね 
せます。 

€) オレンジランプ （D を P .27) 

フラッシュび充電中はゆっくり点滅し、充電び完了すると点なし 
ます。また、上にあびったスピードライト部を押すと早く点滅して 
警告します。 

〇緑ランプ ai^p.2o) 

ピントび合うと点灯します。また近接撮影時に、被写体までの距 
離び約日. 8 m より近いとさは、点滅して警告します（シャッターを 
きれません）。ただし、近づさすざると（約]日 cmiU 内）、緑ラン 
プび点なしシャッターびきれることびありますび、この場合ピン 
卜は合いません。 
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電源を入れる 



スライドカノ (一を矢 EP の方向に、 
カチッと音びするまで開けます。 

® 電源び入り、内蔵スピードライトび自動 
的にあびり、レンズび繰り出します。 


® スピードライト自動発光モードにセット 
されます。（豚 P .30) 


タスライドカノ く一を閉じるとさは、はじめにカノ く一を少しスライドさ 
せてレンズび収納されてから、ゆっくり閉じてください。 


電池容量を確認ずる 


1 

1 

1 W 与 1 

tl 



表示ノ くネルで、電池容量び巧分 
なこと （^1^) を確認します。 

® スライドカバーを閉じ、電源を切ってい 
るときは、電池容量は表示されません。 


点灯 

電池容量は充分です。 

CIS 

点滅 

電池容量び少な < なっています。 

予備の電池を準備してください。 

消灯 

電池を交換してください。 


夕撮影まえ口よ、必ず電池容量を確認し、撮影の際は、新しし巧備の 
電池をご用意ください。特に、海外の地域によつ口よ、電池の入手 
び困難な場合びあります。 
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電池を交換ずる 

f - p " 使用する電池- 

このカメラには、 3 Vi 」 チウム電池 CR 123 A 、 または DL 123 A を 
1個使用します。 



電池室カバーの□ックを矢 
E 口の方向に巧しなび5開け 
ます。 



電池室の® ©の表示に従つ 
て、電池の向きを間違えな 
いよラに交換します。 


電池室カバーをカチッと音 
びするまでしっかり巧して、 
閉じます。 


^電池を取り出すと、裏ぶたのデート表示び u セットされることびあ 
りますので、曰付や時刻を確認してください。 im ^ p .37) 



1 
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フイ J レムを入れる 

广終/^ご使用になるフイルムについて- 

このカメラには、3日 mm DX マーク付フイルムをご使用くださし、。 
フィルムの感度は、手ブレ防止やフラッシュ撮影に有利な IS 日400 
をおすすめします。 



I スライドカバーを閉めて電源 
I をオフにしたのち、裏ぶた開放 
レバーをスライドさせ（0)、 
裏ぶたを開けまず。（©)。 

® 直射日光の当たらないところでフイ 
ルムを入れてください。 




\フイルム巧端を赤色のフイル 
>ム位置7-クに合わせます。 

® フイ J レムをフイ J レム位置マークより手 
前にしたり、のばしすざたりすると、 
フイルムび正しく送られないことびあ 
0ます。 



16 































A 裏ぶたを閉じて、フイルムカ 
1ウンターに"！"び点丹する 
のを確認します。 

® 裏ぶたを閉じると、フイルムは自動的 
に送られ、フイルムカウンターに 
—— び点滅します。 

® フイルムび正しく送られると、 " r び点 
灯します。 

® スライドカノ く一を閉じ、電源を切って 
いるときは、フイルムカウンターは表 
示されません。 


1 


タフィルムカウンターに"!こ"び点滅しているときは、フィルムび正し 
く送られていません。裏ぶたを開けフイルムを取り出して、入れ直 
して < ださい。 


3曰 mmDX マーク付フイルムの豆知識 



® DX マーク付フィルムを使用すると、フィルム感度はカメラび自動的に 
セットします。 

® 自動セットわ'^可旨 g なフイ J レム感度は ISO 已0、100、200、400、800、 
] 600 '3200 です。 

® DX マーク付じ(外のフィルムを使用した場合、フィルムの感度は自動的 
に ISO 100にセットされます。 
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写真に日付や時刻を写し込む 


日付表示の切り換えについて 

^ MODE ボタンを巧して、曰付表 
示を選びます。 

® 年は西暦の下2巧で、時分は24時間 
制で表示されます。イラストの例は 
"2002 年目月1日"を表します。 
ク® M は月を表しますび、写真には写し込 
まれません。 


M 日 DE ボタンを押すごとに、次のように切り換わります。 
年月日 曰時分 印字なし 

广り？ S I — iS •ぶ ^- . - 

日月年 月日年 

-!ら’が -ら！’が-- 

® 日付を写し込まなし化きは、"--卸字なし）にしてください。 



デートの写し込み位置について 



写し込み位置 


® プ I 」ント上でのデートの写し込み位置は上図を目安にしてくだ 
さい。 


夕写し込み位置と被写体び次のよラな場合は、写し込みデートび判 
后 IJ しにくくなることびあります。 

•白いまたは明るい場合。 

•オレンジや黄色の場合。 
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カメラの構えかた 


〈横位置の構えかた〉 


〈縦位置の構えかた〉 




® わきをしめ、ひじを体につけて、両腕でしっかり構えます。 

® 縦位置で撮影する場合は、スピードライトび上になるように構えます。 


夕手や髪の毛、ストラップなどで、レンズや才ートフォーカス測距窓、 
スピードライトなどをおおわないよラにミち意してください。 

夕上にあびったスピードライト部を押し込まないようにミち意してくだ 
さい。 


シャツターボタンの巧しかた 


〈押ずまえ〉 


〈半巧し〉 


〈巧し込んだ状態〉 



シャッターボタンを軽く巧し、途中で止めますに 
の操作を"半巧し"と呼びます）。 

® "半押し"すると、ピントと露出びみまり緑ランプび点灯します。 
® "半押し"中は、ピントび固定口才ーカス□ック豚 P .26) 
されます。 

"半巧し"したまま、さ5にシャッターボタンを巧し 
込むとシャッターびきれます。 

® 写したいものび暗いときには、フラッシュび自動的に発光し 
ます。 


夕一気にシャッターボタンを押すと手ブレ写真の原因になります。 
シャッターボタンはゆっくりと押し込んでください。 


基本的な撮影 

















撮影する 


1ピントを合わせたいものに 
才ートフォーカスフレーム 
"〇"を重ねます。 


r 写したいものび オー トフ オーカ スフ レーム か5 — 

がれているときは 

フオーカス□ックによるピント合わせをしてください。 ([ l ^ P .24) 




) シャッターボタンを半巧しし 
-ます（軽く巧して、途中で止 
めます）。 

® ピントび合うと緑ランプび点丹します。 


I 終 


被写体に近づきずざると緑ランプが点滅します。 


□S 


撮影距離び約 0.8 m より近づくと、緑ラン 
プび点滅して警告します（シャッターもさ 
れません）。ただし、近づさすざると（約 
1 Ocml ； (内）、緑ランプび点灯しシャッター 
びされることびありますび、 この場合ピント 
は合いません。 
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o 緑ランプの点なを確認し、 
シャツターボタンをゆつぐり 
巧し込みます。 

® スピードライト自動発光モードにセツ 
卜されているとさに、写したいちのび 
暗いときは、フラッシュび自動的に発 
光します。 


^ 一気にシャッターボタンを押すと手ブレ写真の原因になります。 

夕撮影しないとさは、スライドカバーを閉じてください。レンズ、ファ 
インダー等を保護し、電池の消耗を防げます。 


ズーミングする 

ズームレノ を巧して、被写体の 

大きさをミ夫めまず。 

® [♦〕側を押すと、望遠 （110mm) 側に 
なり、陋側を押すと、広角 （38mm) 
側になります。 

® 好みの大ささになったらズームレバー 
から指を離します。 


m 広角側の作例 CC 望遠側の作例 



^カメラを操作しなしが態び約3分間続くと、レンズび自動的に陋 
(広角）側に戻ります。 




基本的な撮影 


21 






















近接撮影ずる 

望遠側で撮影距離び1 m より近いとさには、近距離補正マーク 
を使用して撮影します。 

rP - 最短撮影距離は約 0.8 m - 

巧などをできるだけ画面一杯に大きく写したいとさに、写したいも 
のに最短で約 0.8m まで近づしに撮れます。ズームボタンを望遠側 
にするとより大さく写せます。 



1近距離補正マークの枠内で 
構図をミ夫め、シャッターボタ 
ンを半巧しします。 

® 図の靈部分び写ります。 



緑ランプの点なを確認して、 
シャッターをさります。 


夕撮影距離び約 0.8m より近づくと、緑ランプび点滅して警告しま 
す（シャッターもきれません）。ただし、近づきすざると（約 
1 0cm じ(内）、緑ランプび点灯しシャッターびきれることびありま 
すび、この場合ピントは合いません。 
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フィルムの巻き戻し 

フィルムを 撮り 終わると、自動的に巻き戻されます。 

® 巻さ戻し中は、フィルムカウンターの数値び1コマずつ減り、巻さ戻 
しび完了するとで"び約20秒間点滅した後、消灯します。 

® 電池容量不足のために巻さ戻しび途中で止まったとさは、電池を交 
換すると、巻さ戻しび自動的に再開されます。 

^ F" び点滅するまでは、裏ぶたを開けないでください。 I 

フィルムを途中で巻き戻すには 

途中巻き戻しボタン（居国）をスト 
ラップの止め具の突起やボールぺ 
ンの先端などで巧しします。 

® 巻さ戻しび始まればボタンを押し続け 
^ る必要はありません。 



フイルムを取り出ず 



巻き戻し完了の " r の 
点滅を確かめます。 



裏ぶたを勵す、フイルムを取 
り出します。 


基本的な撮影 
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写したいものが画面中央にないとさ 

(フオーカス□ック撮影） 


ピントを合わせたいものび、画面中央のオートフオーカスフ 
レームから外れる位置のとさは、ピントを固定したまま構図を 
自由に変えられるフオーカス□ックび便利です。 



® 左のよラな構図のまま撮影すると、被 
写体び オー トフォーカスフ レーム 
"〇"から外れるため、ピントは背景に 
合って被写体はピンボケになってしま 
います。このよラな場合にフォーカス 
□ックを利用すると、撮りたい部分の 
ピントを一時的に固定したまま構図 
を変えて撮影することびでさます。 



1 ピントを合わせたいものに 
才ートフォーカスフレーム 
"〇"を重ねて、シャッターボ 
タンを半巧しします。 

® ピントび合ラと緑ランプび点灯し、 
シャッターボタンを半押ししている 
間、ピントはそこで固定されます。 


撮影距離を変えない- 

緑ランプび点灯している間は、ピントび固定されていますので、撮影 
距離を変えないで < ださい。 



〇 


シャッターボタンを半押しし 
たまま、撮りたい構図に変え 
てか5シャッターをさります。 
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ピント合わせが苦手なシーンについて 

次のような被写体にはピントび合わせにくい場合びあります。 
フオーカス□ックを利用して、同じ距離にあるものでピントを合 
わせてから構図を決めて撮影してください。 

■ 才ートフ オーカ スフレームを ■ ガラス越しの被写体 
カバーでさない小さな被写体 


f 1///歴ノグゾ ぶ\、1麻 





1 

r 


識, ■ 

J 


■ 髪の毛など黒 < て光を反射 ■ 光っている車のボディや水面 

しに<いちの など光ミ尺のあるもの 



■ 巧乂、□ウソク①光など、実体のないもの 
■ ピントを合わせたい被写体の手前に、別の被写体びあるとき 


応用撮影 
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フラッシュを使った撮影 


スピードライトモードについて 


L© 



m ボタンを巧して、モードを 
選びます。 


( T ] ボタンを押すごとに、表示は次のよラに切り換わります。 

-表示なし 一@—— ® ——ち——呂ち一 


表示 

内 容 

表示なし 

スピードライト自動発光 a ^ p .28) 

被写体び暗いとさにフラッシュび 
自動的に発光します。 

i 4 

遠景撮影 （[ l ^ P .34) 

遠くの景色をよりシャープに写します。 


スピードライトキャンセル ai ^ p .29) 

フラッシュの発光を禁止します。 

み 

スピードライト強制発光 （B を P .30) 

フラッシュび必ず発光します。 

呂夕 

夜景ポートレート（ス□—シンク □) 

(豚 P .31) 

夕暮れや夜景などをバックに、人物を 
より自然に写します（フラッシュは必ず 
発光します）。 
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ぶこ シャッターボタンを半}甲ししたとをのオレンジランプつ 
とフラッシュの巧電状態について 

♦オレンジランプび点な 

フラッシュの充電び完了です。フラッシュ撮影びできます。 

♦オレンジランプびゆっくり点滅 

フラッシュび充電中です。いったんシャッターボタンから指を 
離し、再度半押しして、オレンジランプの点灯を確認してから 
撮影してください。 

♦オレンジランプび早く点滅 

上にあびったスピードライト部を手などで押しています。この 
とさ、フラッシュは発光しません。スピードライト部に触れな 
しなうにしてください。 


オレンジランプ 



pp - フラッシュ撮影の距離- 

カメラと被写体との距離は、下記を目安にしてください。 
ISO 100フィルム使用時 

陋（広角）のとさ:約日.8〜4.己 m 
CC (望遠）のとさ:約0.8〜1 .7m 

ISO 400フィルム使用時 

陋（広角）のとさ:約0.8〜 9.0m 
[ft (望遠）のとさ:約日.8〜 3.4m 


応用撮影 
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フラッシュを自動で発光させる 

(スピードライト自動発光撮影） 


カメラの電源を入れると、自動的にスピードライト自動発光 
モードにセットされます。被写体び暗い場合は、フラッシュび自 
動的に発光します。 

1スライドカ八’一を開けます。 

® 電源び入り、スピードライトび自動的 
にあびります。 

® 表示ノ くネルにノ（ッテ u —チェックとフイ 
ルムカウンターび表示され、スピード 
ライト自動発光モードになります。 


構図を決め、シャッターボタ 
ンを半巧しします。 




オレンジと緑ランプの点な 
を確認して、シャツターをき 
ります。 


作 


例 



夕被写体び明るい場合は、半押しすると表示ノてネルに "を)" び点灯 
し、フラッシュは発光しません。 

夕上にあびったスピードライト部を押し下げると、フラッシュは発光 
しません。スピードライト部に触れないようにしてください。 
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フラッシュの発光を禁止ずる 

(スピードライトキヤンセル撮影） 

美術館などフラッシュ撮影び禁止されているところや、夕景•夜 
景の雰囲気を生かしたいとさに効果的です。 


-終 


兰脚を使用してください ■ 


スピードライトキャンセ>1レ撮影では、シャッタースピードび遅くなり、手 
ブレをおこしやすいため、兰脚等をご使用になり、カメラを固定して 
<ださい。 



团 


カメラを兰脚などに固定し 
ます。 


[ ^ I ボタンを巧し、"を 
表示させます。 


構図を決め、シャッターボタ 
ンを半巧しします。 


n 緑ランプの点なを確認して、 
■' シャッターをさります。 



応用撮影 
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フラッシュを強制的に発光させる 

(スピードライト強制発光撮影） 

意図的にフラッシュを発光させたいとさに便利です。 




の ボタンを巧して、" V ’ 
を表示させます。 


構図を決め、シャッターボタン 
を半押しします。 



オレンジと緑ランプの点なを 
確認して、シャッターをきり 
ます。 

作 

例 
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Mi 


カメラを兰脚などに固定し 
ます。 


の ボタンを巧して、 

^ " を表示させます。 


構図を決め、シャッターボタン 
を半押しします。 


A オレンジと緑ランプの点な 
1を確認して、 シャツ ターをき 
ります。 


例 
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夜景をバックに人物を写ず 

(夜景ポートレート〈ス□ーシンク□〉撮影） 

夜景や夕暮れを背景にして人物を撮るとさに、人物も背景も自 
然な感じに写せます（フラッシュは必ず発光します）。 

r P - 兰脚を使用してください- 

夜景ポートレート（ス□-シンク □) 撮影では、シャッタースピードび遅 
くなり、手ブレをおこしやすいため、^脚等をご使用になり、カメラを 
固定してください。 


応用撮影 






































应]ボタンについて 

S ] ボタンを押して、モードを切り換えると、赤目軽減発光撮影 
やセルフタイマー撮影/ U モコン撮影びでさます。 

モードの切り換えかた 



[ S ボタンを巧して、モードを 
選びます。 


ff 1ボタンを押すごとに、次のよラに表示び切り換わります。 

~~ ► 表示なし- ► <§> - ► ® — — 

0 I 


表示 

内 容 

表示なし 

赤目軽減発光モード解除 

赤目軽減発光を解除します。 

<§> 

ホ目軽減発光(豚 P .33) 

人物の目びホく写るのを軽減します。 

<§> 

0 1 

セルフタイマー （D 穿 P .34) / 

リモコン（豚 P .3 己） 

セルフタイマー撮影、または U モコン撮影 
をすることびでさます。 

このモードでフラッシュを発光する撮影の 
とさは、赤目軽減発光になります。 
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目が赤く写る現象を軽減させる 

(ホ目軽減発光撮影） 

フラッシュの光で、目びホく写るのを軽減したいときに効果的です。 

r P - 赤目軽減発光撮影について-> 

® フラッシュび発光するまえに、赤目軽減ランプび約1秒間発光し 
ますので、シャッターびされるまでカメラや被写体び動いたりし 
ないよラにミち意してください。 

® シャッターチャンスを優先させる撮影にはおすすめでさません。 


1 [ ボタンを巧し、"巧> 
を表示させます。 


0構図をミ夫め、シャッターボタン 
^を半押しします。 


オレンジと緑ランプの点な 
を確認して、シャツターをき 
ります。 


夕赤目軽減発光は、電源を日 FF にしても自動的に解除されません。 
赤目軽減発光を解除したい場合は、 [ iJ ボタンを押して "<§> "を 
消灯させてください。 



応用撮影 
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セ J レフタイマー撮影ずる 


記念撮影など、撮影者自身も一緒に写りたいとさに便利です。 



1カメラを兰脚などに固定します。 

2 ボタンを巧して、"を表示させます。 

3構図をミ夫め、シャッターボタンを巧し込みます。 

® セルフタイマー撮影では、シャッターボタン半押し時のピントと 
露出で撮影されます。 

® シャッターボタンを押し込むと、セルフタイマーランプび約8秒 
点滅し、その後約2秒間点灯してシャッターびされます。 

® シャツターびきれると、セ J レフタイマーモードは解除されます。 


夕撮影しないまま約3分間経過したときや、スライドカノ く一を閉じ 
ると、セルフタイマーモードは自動的に解除されます。 


風景や窓越しの景色を写ず(遠景撮影） 

遠くの風景をよりシャープに写したいとさや、窓越しの景色を 
写すとさに便利です。 



1 LU ボタンを巧して、を表示させます。 

2構図を決め、シャッターボタンを半巧しします。 

3緑ランプの点打を確認して、シャッターをきります。 

^遠景モードでは、フラッシュは発光しません。 
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^ リモコン撮影可能範國ま、カメラ正面で約已 m し义巧です。それ1；( 
上の距離で撮影するとさはセルフタイマーをお使いください。 

^撮景ミしないまま、約3分間経過したり、スライドカノ く一を閉じると 
U モコンモードび自動的に解除されます。 



7 構図を決め、 U モコンをカメ 
d ラに向けて、送信ボタンを 
巧します。 

® 送信ボタンを押すと、セ J レフタイマー 
ランプび約2秒間点灯した後、シャツ 
ターび されます。 

® U モコン撮影後3分!;(内であれば、続 
けて U モコン撮影でさます。 


^極端な逆光状態では、 U モコン撮影でさない場合びあります。 

^ U モコンの電池の寿命は約日年間です。送信ボタンを押しても 
シャッターびきれない場合は、電池を交換してください。 
(豚 P .36) 


リモコン操作で撮影する 


カメラから離れた場所で、シャツターをきりたいときに便利です。 

カメラを兰脚などに固定し 
ます。 


[f ] ボタンを巧して、 

"& @ j " を表示させます。 



応用撮影 



@\.0认\ち 


n 

ミ B 

み 

公 
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リモコン電池を交換ずる 



電池ホルダー着脱レバーを 
矢印の方向にスライドさせ、 
□ックを解除しなび50、リ 
モコン本体か5電池ホル 
ダーを取り出します©。 



2新しい電池と交換します。 

® 電池は、3 VU チクム電池 （ CR 202已 
タイプ)を1個使用します。 

® ©極を上にして電池ホルダーに入れ 
ます。 

〇電池ホルダーをリモコン本 
^体にカチリと音びするまで 
巧し込みます。 


A 

警告 


Q 

保管注意 


電池は幼児の手の届かない所に置くこと 

万一、お子様び飲み込んだ場合は、ただちに医師と相談 
して < ださい。 
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日付や時刻を修正ずるには 



1 MODE ボタンを巧して[年月日]を表示させます。 

2 SEL ボタンを巧して修正する項目を点滅させます。 

〇 ADJ . ボタンを巧して、点滅している数値を合わせ 

。ます。 

® ADJ . ボタンを押すごとに、数字び1つずつ増えます。 

® ADJ . ボタンを押し続けると、数字の早送りびできます。 

A 点滅している数値を合わせた！5、再び SEL ボタンを 
1巧して、次の項目の数値を点滅させます。 

® 上の手順3,4の動作を繰り返して、表示している巧び一巡する 
と修正は終了です。 

® 時刻の修正を行なう腳ホ、 M 日 DE ボタンを押して「曰時分」 

を表示させ、上記の手順で修正してください。 


タ カメラの電池を交換すると、日付設定び U セットされることびあ 
ります。電池の交換後は、曰付の設定を確認してください。 


参考に 
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故障かな？と思った5 

次のような場合、アフターヴービスを依頼されるまえにご確認ください。 
確認されても正常に作動しないとさは、最寄りの当社サービス機関にご 
相談ください。 


こんなとをは 

確認事項 一 解決方法 

参照頁 

シ 

ヤ 

'ツ 

夕 

1 

シャッターび 

されない 

• スライドカバーび全開していない。 

スライドカノ（一をカチッといラまで開けて電 
源を入れてください。 

• オレンジランプび点滅。 

ー スピードライトび充電中です。オレンジラン 
プび点灯してから撮影してください。 

•表示パネルに" E " び点な。 

■撮影済みのフィルムび入っています。新しい 
フィルムと交換してください。 

• 表示パネルに何ち表示されない。 

電池び消耗しています。新しい電池と交換し 
てください。* 

• 表示ノ（ネルの全ての表示び点滅。 

一カメラび異常を検出しています。スライドカ 
ノ（一を閉じた後、再度スライドカノ（一を開け、 
電源を入れてください。それでち正常に戻ら 
ない場合は、電池を一度抜き、表示び消える 
のを確認してから、入れ直してください。* 

• 緑ランプび点滅。 

一 被写体び近づさすぎます。 0.8 m な上はなれ 
て < ださい。 

14 

13.27 

16' 17 
23 

14、1已 

14、15 

20.22 

ス 

1 

ど 

ミ 

卜 

フラッシュび 
発光しない 

• オレンジランプび点滅。 

-►スピードライトび充電中です。オレンジラン 
プび点灯してから撮影してください。 

•表示パネルに "巧)" び表示。 

- 被写体び明るいと発光しません。フラッシュ 
び必要な場合は、強制発光モードにセットし 
て < ださい。 

• 表示パネルに何ち表示されていない。 

一 電池び消耗しています。新しい電池と交換し 
てください。* 

• オレンジランプび早く点滅。 

ー スピードライト部を押さえています。スピード 
ライト部に触れないようにしてください。 

13.27 

28.30 

14、1已 

13.27 
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こんなとさは 

確認事項一解決方法 

参照頁 

ピ 

ン 

卜 

ピントび合つ 
ていない 

•手ブレしている。 

_► シャッターボタンをゆっくり巧すか、カメラを 
兰脚などに固定してください。 

• 被写体の手前や奥にピントび合っている。 

- オートフォーカスフレームに被写体を合わせ 
てシャッターををってください。ピントび合い 
にくい場合はフォーカス□ック撮影を行うと 
より確実です。 

19.29 

31 

20、24 

表 

巧 

ネ 

ル 

電源を入れ 
てち何ち表 
示されない 

• 電池の©/©の向さを確かめる。 

一©/© の向きを正しく入れてください。* 

• 電池容量を確かめる。 

電池び入っていれば、電池び消耗していま 
す。新しい電池と交換してください。* 

15 

14、1己 

フィレムを入 
れたのに‘ Y ’ 
び表示され 
ない。 

• " r び点滅。 

ー フイルムをもう一度入れ直してください。 

16' 17 

U 

モ 

□ 

ン 

1」モコン操作 
でシャッター 
びされない 

• 1」モコン操作距離び遠すぎる。 

カメラ正面から約已 m じ(内で操作してくださ 
い。 

• U モコン設定後、3分!;!上経過している。 

一 もう一度、 U モコンモードにセットしてください。 

• 逆光状態で操作している。 

- 1」モコン操作の位置を変えてください。 

• 1」モコンの電池の使用期限（約己年）を過ぎて 
いる。 

電池び消耗しています。新しい電池と交換し 
てください。 

3己 

3已 

3已 
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* 電池を交換したり、入れ直したときは、日付•時刻び I 」セットされることびあります 
ので確認してください。 （ D ^ P .37) 


電子制御カメラの特性について 

きわめて稀なケースとして、外部から強力な静電気などび侵入したこと 
で表示パネルに異常な表示び点灯したままカメラび作動しなくなるこ 
とびあります。万一このよラな状態になったとさは、電池を一度抜いて 
入れ直してください。また、電池を抜くと、日付•時刻びリセットされるこ 
とびありますので、電池を入れ直した後ロホ、日付•時刻を確認してくだ 
さい。 ai ^ p .37) 


参考に 
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取り扱い上のご注意 

カメラをご使用にな5ないときは 

スライドカノ く一を閉じて、電源を切ってください。シャッターボタンび不 
用意に押されて、電池び消耗するのを防ぎます。 


カメラを長期間ご使用にな5ないときは 

カメラから電池を取り出して、高温、多湿となる場所を避けて保管して 
ください。なお、スピードライトのコンデンサーの劣化を防ぐため、月に 
1度を目安に、電池を入れてフラッシュを数回発光させてください。 

カメラを濡5さない 

ニコン Lite Touch Zoom 11 Os QD は防水構造ではありません。 
水しぶさなどびかからない場所でご使用ください。 


カメラに強いショックを与えない 

カメラは精密機械です。落としたり、ぶつけたりしないようミち意してく 
ださい。 


カメラを保管する際は 

閉めきった車の中やトランクの中、ストーブの前などの高温多湿となる 
場所や、防虫剤の近くを避けて、乾燥剤と一緒に保管してください。 

お手入れについて 

ホコリやミち机ホ、乾いた柔らかい布•市販のブ□ワーブラシやレンズク 
U —ナーなどで取り除いてください。 


フラッシュは休ませなび5使用ずる 

フラッシュの連続発光を繰り返しますと、カメラや電池の温度び上昇し 
ますので、休ませなびらご使用ください。 

付属の電池について 

付属の電池は、購入時の作動テスト用ですので、寿命び短い場合びあ 
ります。ご使用のまえに容量を確認してください。 ( D ^ P . M ) 

イ氏温時にカメラをご使用になるときは 

低温時に消耗した電池を使いますと、カメラび作動しない場合びあり 
ますので、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖めな 
びら交互にご使用ください。なお、一時的に性能び低下した電池でも、 
常温に戻れば性能を回復する場合びあります。 
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アフターサービスと 保証に ついて 

■この製品についてのお問い合わせは 

ご意見、ご質問は、ニコンカスタマーヴポートセンターへお問い合わせ 

<ださい。 

ニコンカスタマーヴポートセンターにつさましては、この使用説明書の 

裏表紙をご覧ください。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にご依頼ください。ご転居、ご贈答品 

などの理由で、ご購入店に修理を依頼することびでさない場合は、最寄 

りの販売店、または当社ヴービス機関にご相談ください。 

当社サービス機関につさましては、この使用説明書の裏表紙をご覧くだ 

さい。 

■補修用性能部品について 

ニコン Lite Touch Zooml 10 s QD の補修用性能部品の保有期間 

は、製造打ち切り後7年間を目安としております。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品 
です。 

• 修理可能期剧ホ、部品な有期間内とさせていただきます。なお、部品 
保有期間経過後におきましても修理可能な場合もありますので、ご購 
入店、または当社サービス機関にお問い合わせください。 

• 水没、乂災、落下などによる故障または破損で、全損と認められた場 
合は、修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の 
判定は、当社サービス機関にお任せください。 

■製品の保証について 

(1) この製品には「保証書」び付いていますので、ご確認<ださい。 

に）「保証書」は、お買い上げの際、ご購入店からお客様にお渡しすることに 
なっております。「ご愛用ち氏名」および「住所」「ご購入年月曰」びすベ 
て記入された「保証書」をお受け取りになり、内容をお読みの上、大切に 
保管してください。 

(3) 保証規定による保証修理は、ご購入から1年間となっております。「保証 
書」をお受け取りになりませんと上述の保証修理び受けられないことに 
なりますので、もしお到ブ取りにならなかった場合は、ただちにご購入店 
にご請ホください。 

(4) 海外での保証内修理は領収書の提示をまめられることびありますので、 

保証書ととわに領収書の携行をお願い致します。（領収書びない場合は1 
有料となる場合びあります） P 

(已）保証期間経過後の修理ま、原貝 I 」として有料となります。また、運賃諸掛か 
りは、お客様にご負担願います。 

(6) 保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスにご 
不明なことびありましたら、ご購入店、または当社サービス機関にお問い 
合わせください。 41 



仕様 

型式 

ズームレンズ内蔵 オー トフ ォー カス3 已 mmAE レンズシャッ ターカメラ 

使用フィルム 

パト□-ネ入り3已 mmDX フィルム(画面サイズ: 24x3 目 mm) 

レンズ 

ニコンズームレンズ 38mm f /4 .已〜]1.9、6群6枚 

シャッター 

プ〇グラム AE 式電テシ ャッ ター(絞り羽根兼用) 、シャッ タースピード:2 〜 
1 /300秒 

フアインター 

実像式ズームファインダー、視野率:約80%しツ上、倍率:約0.44倍 (38mm 
時)/約].〇已倍 （1]0mm 時)視度:- Im-i 

ファインダー内表示 

撮影範囲フレーム(近距離補正マーク付)、オートフォーカスフレーム、緑ラ 
ンプ:測距完了表示(点打)/近距離警告(点滅 4Hz) /オレンジランプ:ス 
ピードライト発光予告(点灯)/未充電警告(点滅 4Hz)、 スピードライト部 
押し込みによる警告 (8Hz) 

距離合わせ 

アクティブ測距方式、撮影距離:約 0.8m 〜〇〇 

フォーカス□ツク 

シャッ ターボタン半押しによる フォー カス □ック 付き 

露出制御 

電子制御プ□グラム AE、 

AE 連動範囲 (IS0100) :EV4 〜1 7(38mm 瞄 /EV7 〜1 7(1] 0mm 時） 

使用可能フィルム感度 

ISO 已0、 ] 00、200、400、800、 ] 600、3200は DXZI — ド'による自動 
セット、 DX マーク付し八外のフィルム使用時は ISO 100に自動設定 

フィルム装てん 

イージー□ーディング空送り機構、フィルム確認窓付 

フィルムカウンター 

液晶によるデジタル表示、順算式、巻き戻し時は逆算連動 

セ J レフタイマー 

電子制御式、シャッターボタンによるスタート、ボディ正面に作動表示(作 
動時間：10秒、8秒点滅/2秒点打の2段階)、途中解除可能 
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フィルムきき上げ機能 

内蔵モータによる電動式(スプールドライブち式)、自動空送り、自動巻き上 
げ （ 1コマ)、フィルム終端検出による自動巻き戻し、途中巻き戻し可 

リモートコント□—ル機能 

専用赤外光を利用、送信ボタンによるスタート、2秒後にシャッター作動、到 
達距離：カメラ正面で約已 m、 ボディ正面に作動表示、 3VU チウム電池 
(CR 202已タイプ）]個使用、送信機電池寿命:約已年、大きさ:約日0 X 28 X 
7mm (幅X高さX厚み)、質量(重さ）：約1〇呂(電池含む） 

スピー ドライト 

自動発光、発光禁止、強制発光、夜景ポートレート(ス□ーシンク □) の4モー 
ド切り換え可能、自動発光設定時低輝度時は自動発光、未充電時シャッター 
ボタン□ック付、スピードライト連動範囲：（旧 0] 00の場合)約 0.8 〜 
4.已 m(38mm 時)/約0.8〜 ].7m(l] 0mm 時)、 （ISO 400の場合)約0.8 
〜 9.0m(38mm 時)/約0.8〜 3.4m(l] 0mm 時)、充電時間:約6秒 
赤目軽減発光モード 

設定時スピードライトの発光前に赤目軽減ランプを発光(約1秒間点打） 

撮影可能本数 

24枚撮りフィルム約13本(已0%スピードライト撮影時） 

表示パネル 

電源スイッチ ON 時:フィルムカウンター表示、スピードライトモード表示、 
赤目軽減表示、セルフタイマー /U モコン表示、遠景モード表示、バッテ 
U —チェック表示 

イま用ミ庐 

3VU チウム電池 (CFM23A、 または DL]23A)x] 個 

デート写し込み機能 

24時間制、[年•月•日]、[写し込みなし]、[月•日•年]、[日•月•年]、[日’時’ 
分]脚り換えは押しボタン式、2049年まで月末、うるう年自動調藍デー 
夕早送り修正可能)、電源:ボディの電源を使用、時計精度:月差±90秒し八内 

大きさ（幅 X 高さ X 奥行き） 

約] ] 3.已 X62 .已 X48 .已 mm 

質量厘さ） 

約21已呂(電池別） 

• データはすべて、20で、新品電池使用時のものです。 

• 製品の外観、仕様は改善のため予告な < 変更することびあります。 
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Nikon 


■使いちに関するお問い合わせのご案内 

r 

ニコンフィルムカメラ、交換レンズ、アクセヴ U —の使い方に 
関するお問い合わせをお受けしております。 

くニコンカスタマーヴポートセンター> 

0570 - 02-8000 

市内通話斜金でご利用いただけます。 

ナヒ 3 Y トル⑩ 

全国共通電話番号「〇已70-02-8000」にお電話を頂さ、音声 
によるご案内に従いご利用の製品グループ窓□の番号を入力 
して頂ければ、お問い合わせ窓口担当者よりご質問にお答え 
させて頂さます。 

営業時間9:30〜18:00 (± •日曜日•祝日を除く毎日） 

-このほか年末年始、夏期休暇等、休業する場合びあります。 

携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 03-日 977-7033 におかけ 
ください。 

FAX でのご相談は、 03-己 977-7499 におかけ<ださし、 


株式会社二3 > 

ニコ >カゾラ販売株式会社 
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